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髙橋研究室の１年

新歓（新入生歓迎）合宿が終
わると、

制御や学術論文の輪講が始ま
ります。

新入生交流イベントなどの気
分転換を

交えながら、研究活動は徐々
に本格化

していきます。

4
月

理工学部ソフトボール大会に出場。
2010 年は敗者復活戦の決勝リーグまで
進みました。試合後はフットサルで汗
を流し、新たな気持ちで研究を行って
います。

5
月

海外（イタリア、アメリカ、スペイン）
からの留学生を積極的に受け入れてい
ます。留学生との交流を通じて、他国
の文化を肌で感じ、語学力も磨いてい
ます。

7
月

理工学部の学園祭（矢上祭）では、水
ロケット教室を開催し、近隣の小学生
を対象に学生による宇宙教育ボラン
ティア活動を行っています。

10
月

7 月頃から開催されている制御、ロボッ

ト、宇宙に関連した多数の学会に国内

外を問わず参加し、日頃の研究成果を

発表しています。

11
月

卒業式、学位授与式。修士や博士に進学する学生、企業に就職する学生、各々が希望を持って新しい環境へと巣立っていきます。

3
月

研究成果の取りまとめに向けて、研究

活動が本格化してきます。卒論・修論

を前にスキーやスノーボードでリフ

レッシュしています。

12
月

１年間の研究活動の成果を卒論・修論
としてまとめ、報告します。最後の打
ち上げでは、研究室を卒業する学生か
ら後輩たちに、熱いメッセージが送ら
れます。

2
月

修士 1年生が中心になって、卒論・修

論に向けて激励会（炊き出し）を開催

します。研究室の年中行事の１つです。
1
月

研究課外活動の一環として、小型自律
制御機を開発し、８月の能代宇宙イベ
ントや９月に米国ネバダ州ブラック
ロック砂漠で開かれるARLISS に参加し
ています（５ページ参照）。

9
月

高校生を対象とした理工学部
説明会な

ど、研究成果の広報活動を積極
的に行っ

ています。高校時代に説明会
に参加し

て私たちの研究室に興味を持
ち、入っ

てきた学生もいます。

6
月

夏合宿では、研究成果報告会だけでな

く、ＯＢとの交流や企業見学などを通

して、有意義な体験をしています。
8
月

研究に、課外活動に、
スポーツに…盛りだくさんの
楽しい 1 年です！


